
と
こ
ろ
で
本
丸
図
原
図
の
基
準
格
子
で
あ
る
が
、
現
存
の二枚

を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ

、
格
子
間
隔
は
六
厘
（
一
・

八
ミ
じ
川）

、
で
あ
るこ
と
が
確
か
めら
れ
た
。
石
恒

一長
さ
に

つ
い
て

は
一
聞
を

五
厘
五
毛
と
する
縮
尺
を
使
っ
て
描
く
本
丸
図
が
、
御
殿
の
平
面

図
に
六
厘
の
単
位
長
さ
を
使
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
御
殿

の
基
準
柱
間
一
聞
が
通
常
の
一
間（当
時
六
尺
五
寸
）
よ
り
大
き

い
七
尺
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
七
尺
間
は

安
土
城
天
主
や
徳
川
の
江
戸
城
・
大
坂
城
の
天
守
、
そ
し
て
御
所

の
建
物
に
使
わ
れ
た
。
格
式
を
表
現
する
方
法
の

一
つ
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

前
述
の
二
候
御
城
中
絵
図
て
も
行
幸
御
殿
の
平
面
だ
け

は
、

一
間
の
単
位
長
さ
を
長
く
し
て
七
尺
聞
だ
っ
た
こ
と
を
表
し

て
い
る
。

本
丸
図
の
御
殿
平
面
が
石
垣
を
描
く
の
と
違
っ
た
単
位

長
さ
を
使
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
も
同
じ
理
由
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

御
殿
平
面
図
の
復
元
で
わ
か
っ
た
も
う

一
つ
の
興
味
深
い
点
は
、

伝
統
的
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
た
新
し
い
ス
ケ
ー
ル
の
建
物
の
出
現
と

い
う
こ
t

で
あ
る
。

室
町
将
軍
邸
ら
し
い
も
の
の
最
後
と
も
い
え
る
東
山
殿
の
中
心

建
物
の
常
御
所
・
会
所
は
六
問×
七
聞
の
四
十
二
坪
で
あ
っ
た
が
、

信
長
の
常
御
所
に
あた
る
安
土
城
天
主
一
階
は
、
東
山
殿
常
御
所

の
東
西
を
二
倍
、
南
北
を
一
倍
半
に
し
た
十
二
間
×

十
一
間
の
規

模
が
あ
っ
た
。
大
坂
城
表
御
殿
の
中
心
建
物
で
あ
る
「
御
対
面
所
」

は
、
東
山
殿
会
所
の
東
西
を
二
倍
、
南
北
を
一
倍
半
し
た
十
四
問
×

九
聞
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
将
軍
邸
の
建
物
の
規
模
を
意
識
し
、
そ

の
三
倍
の
面
積に
し
て
い
る
の
で
あ
る

。

大
坂
城
表
御
殿
「
御
対
面
所
」
で
は
他
に
も
変
化
、
が
あ
っ
た
。

中
世
に
は

一
間
ご
と
に
柱
を
建
て
る
の
が
原
則
で
、三
間
×
三
間

の
部
屋
（
一
間
四
方
を
間
t

い
っ
た
の
で
こ
の
部
屋
を
九
聞
と
い

う
）
が
会
所
な
ど
の
主
室
で
あ
っ
た。

「
御
対
面
所
」
の
南
側
中
央

室
も
伝
統
を
守
っ
て
九
聞
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
東
西
の
隣
室

は
三
間
×

四
聞
の
広
さ
が
あ
る
。

秀
吉
t

大
名
と
の
対
面
は
、
こ

れ
ら
南
側
三
室
の
境
の
襖
を
取
り
払
っ
た
座
敷
で
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
大
友
宗
麟
は
九
間
三
つ
を
一
つ
に
し
た
、
と
書

い
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
東
西
の
部
屋
は
四
聞
の
長
さ
を
三
等
分

し
た
と
こ
ろ
に
柱
が
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

柱
聞
は

一間

と
お
ざ
む
ら
い

（
七
尺
）
を
超
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
御
遠
侍
」
で
も
中
央 室

の
一
辺
は
四
間
半
で
あ
る
か
ら
、

こ

れ
を
三
等
分
し
た
位
置
に

柱
が
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
柱
聞
の
設
計
方

法
は
、
建
物
が
巨
大
に
な
り
、
柱
も
太
く
、
天
井
も
高
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
仁
対
応
し
た
も
の
と
い
え
る。

仙
台
の
伊
達
政

宗
が
関
ケ

原
役
後
、
京
都
か
ら
招
い
た
大
工
に
つ
く
ら
せ
た
瑞
巌

寺
本
堂
や
、
二
候
城
二
の
丸
御
殿
の
建
物
な
ど
は
、
ま
さ
に
そ
う
し

た
ス
ケ

ー
ル
の
建
物
の
遺
構
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
大
坂
城
本

丸
御
殿
に
あ
っ
た
の
で
あ
る。

ま
い
り
ど

瑞
巌
寺
本
堂
な
ど
で
は
、
座
敷
と
広
縁
の
境に
舞
良
戸
を
使
い
、

広
縁
の
外
側
を
簡
単
な
板
戸
（
雨

一戸
）
で
囲
っ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
雨
戸
の
使
い
方
も
、
広
縁
を
設
け
て
建
物
を
巨
大
にし
た

大

坂
城
「
御
対
面
所
L

「
御
遠
侍L
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る。

表
御
殿
の
「
御
対
面
所
」
「
御遠
侍
L

「
御台
所
」
の
巨
大
さ
と
と

も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
他
の
部
分
の
建
物
が
後
の
例
に
比

べ
、
比
較
的
小
規
模
と
い
う
点
で
あ
る
。
秀
吉
の
使
う
「
御
書
院

」

も
八
畳
ひ
t

ま
、

北
側
の
局
の
部
屋
も
四
畳
半
の
広
き
し
か
な
い
。

ま
た
奥
御
殿
で
も
、
「
御
対
面
所
」は
さ
す
が
に
大
き
い
が
、
他
は

そ
れ
は
E

で
も
な
い
。

武
家
住
宅
の
屋
根
は
板
葺
き
が
原
別
で
あ
っ
た
。
安
土
城
、
て
は
、

信
長
の
天
主
だ
け
は
唐
様
に
す
る
た
め
瓦葺
き
に
し
た
が
、
そ
の

他
の
者
が
瓦
葺
き
の
建物
を
建
て
る
の
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た。

黒

田
扉
風
に
は
、
秀
吉
時
代
の
表
御
殿
「

御
対
面
所
」

の
位
置
に
巨

大
な
「
千
畳
敷
」

の
屋
根
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
槻
葺
き

（
厚
板
葺
き
）
と
み
ら
れ
る
。

戦
国
時
代
の
京
都
を
描
い
た
洛
中

洛
外
図
に
み
え
る
細
川
管
領
邸
な
ど
も
同
じ
よ
う
な
表
現
に
な
っ

て
い
る

。

秀
吉
時
代
の
大
坂
城
表
御
殿
も
槻
葺
き
（
あ
る
い
は
柿

葺
き
）
で
、
一
部
だ
け
瓦
葺
き
で
あ
っ
たと
考
え
ら
れ
る
。
一
一候

城
二
の
丸
御
殿
も
当
初
は
同
様
で
あ
っ
た
（
今
は
す
べ
て
瓦
葺
き

に
変
わ
っ
て
い
る
）
。

緊
楽
第
図
扉
風
に
描
か
れ
た
御
殿
の
屋
根
が

ひ
わ
ど

檎
皮
葺
き
な
の
は
、
緊
楽
第
が
関
白
の
層
敷
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

た
め

、

で
あ
る

。

上
層
公
家
の
邸
宅
は
、
槍
皮
葺
き
に
す
る
の
が
古

代
か
ら
の
き
ま
り

A

で
あ
っ
た
。

各
建
物
の
床
が
板
敷
き
で
あ
る
か
畳
敷
き
で
あ
る
か
は
、
『
城
塞

縛
史
』

所
収
本
丸
図
（
樫
井
成
贋
氏
写
し
）
に
拠
っ
て
き
め
た。

御
殿
各
建
物
の
復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
考
え

て
推
定
し
た

。

そ
の

一
部
を
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う。

表
御
殿

「
御
対
面
所
」
は
秀吉
が
大
名
と
対
面
儀
式
を
す
る
と

こ

ろ
。

東
北
室
が
床
、
棚
な
ど
の
あ
る
上
段
。「
御
遠
侍
」
は
対
面
す
る
大

名
が
待
つ
所
。
「
御
台
所
」
は
料
理
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
表
御
殿

の
日
常
機
能
の
中
心
と
な
る
所
。
「
御
料
理の
間
」
は
宴
会
所。
ふ

つ
う
囲
炉
裏
が
ある
。

「
御黒
書
院
」
は
黒
木
書
院
の
略
。
面
皮
材

や
、

黒
く
色
付
け
し
た
材
を
使
っ
た
座
敷
で
、
床
、
棚
な
ど
に
数

寄
の
道
具
を
飾
る
。

「
御書
院
」
は
秀吉
の
執
務
室
。
「
御
廊
下
」よ

り

北
は
表
御
殿
の
御
奥
に
あ
た
り
、
「
御座
の
間
」
は
秀
吉
が
女
中

衆
に
か
し
ず
か
れ
る
居
間
。
そ
の
北
に
女
中
衆
の
長
局
が
あ
る

。

「
御台
所
」
東
北
に
続
く
の
は
台
所
衆
部
屋
と
み
ら
れ
、
そ
の

南
の
建
物
は
、
祐
筆
・
坊
主
ら
の
部
屋
か。

奥
御
殿

南
側
の
「
御
遠
侍
」
「
御
広
間
」
「
御
対
面
所
」
は

来
客
用
で
、
北

側
半
分
が
秀
吉
と
北
の
政
所
、
そ
し
て
仕
え
る
女
中
衆の
居
所
。

「
御
広
間」
は
総
板
敷
き
で
広
縁
・
中
門
廊
・
南
庭
が
あ
り、
最

も
伝
統
的
な
雰
囲
気
を
も
っ
。
大
友
宗
麟
一
行
は
天
守
見
物
後
、

こ
こ
で

一
服
し
て
茶
菓
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。

こ

の
建
物
で
は

宴
会
が
行
わ
れ
た
り
、
室
内
あ
る
い
は
南
庭
の
仮
設
舞
台
。
て
能
が

演
じ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る

（復
元
図
て
は
、
南
面
の
建
具
を
蔀
に

し
た
が
、
舞
良
戸
に
改
め
た
い
）。
「
御
小
書
院
」
は
大
友
宗
麟
が
九

ま
む
ま
聞
と
六
聞
に
は
、
い
ず
れ
も
ベ
ッ
ド
が
あ
っ
た
と
記
す
秀
吉
・
北

政
所
の
寝
所
で
あ
る
。
「
御殿
L
は
秀
吉
・
北
政
所
の
居
間
。

「
御
納

戸
」
は
夫
妻
の
（
冬
の
）
寝
室
兼
衣
裳
な
ど
の置
場
。
「
御
焼
火
の

間
」

は
囲
炉
裏
の
あ
る
茶
の
問
。
千
利
休
の
よ
う
な
親
し
い
者
と

お
う
え

寄
り
合
い
を
す
る
所
で
も
あ
る

。

「
御上
台
所
」
は
北
政
所
を
中
心

に
御
膳
を
調
え
る
所
。「
御台
所
」
の
北
は
台
所
衆
部
屋
。「
御台
所
」

と
南
の
「
御
遠
侍
」
と
の
聞
は
、
坊
主
部
屋
や
小
姓
（
少
女
だ
っ

た
）
部
屋
な
ど
で
あ
ろ
う。

「
御
小
書
院
」
の
西
の
建
物
は
重
要
な

位
置
に
あ
る
か
ら
、
北
政
所
の
侍
女
の
部
屋
か
もし
れ
な
い
。

「
御
物
土
蔵L
は
秀
吉
と
北
政
所
の
物
を
納
め
る
蔵。

そ
の
北

の
「
御
土
蔵
」
は
番
所
付
き
で
塀
。
て
因
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
金
銀

な
ど
の
蔵
で
あ
ろ
う

。

「
御
台
所
」
の
前
の
中
庭
に
面
す
る長
屋

は
、
下
人
部
屋
や
物
置
き
で
あ
ろ
う。

長
屋
門
を
通
っ
て
「
御
台

所
」
に
行
く
あ
た
り
に
、
出
世
す
る
前
に
秀
吉
が
住
ん
だ
で
あ
ろ

う
、
普
通
の
武
家
屋
敷
の
姿
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

。
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豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
大
坂
城
は
、
天
下一
の
名
城
と
し
て
世
に
名
高
か
っ

た
。
宮
上
茂
隆
氏
の
論
文
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
国
大
名
は
そ
の
壮
麗
さ
に
目
を
見

張
り
、
当
時
の
驚
き
を
さ
ま
ぎ
ま
に
書
き
残し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る

。

と
同
時
に
、
そ
れ

ほ
ど
の
城
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
建
設
工
事
も
ま
た
わ
が
園
、

て
は
前
代
未
聞
の
大
規
模
な
も

の
で
あ
っ
た
、
ーζ
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
往
時
の
大
坂
城
を
現
代
の
技
術
に
よ
っ
て
建
設
し
て
み
た

ら
、
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
工
法
は
、
そ
して
工
期
や
工
費
は
：
：
：
。

今
回
、
大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
！
ム
は
、
そ
う
し
た
工
学
的
興
味
を
出
発
点
とし
て
、

宮
上
氏
の
復
元
図
を
基
に
、
土

木
・
建
築
両
面
か
ら
現
代
工
法
に
よ
る
大
坂
城
の
復
元
に
挑
戦
し
た。

（
一
町
1

約
百
九
灯
）
の
広
大
な
地
域
を
堀
濠
と
塀
で
囲
ん
だ
城
郭
の
原
形
が
で
き
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
る

。

大
坂
城
を
築
く
に
あ
た
り
、
秀
吉
は
本
願
寺
時
代
の
堀
濠
や
石
垣

を
利
用
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る。

そ
こ
で
地
形
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
城
郭
形

成
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て
、
本
願
寺
以
前
の
原
地
形
を
あ
え
て
復
元
し
、
そ
の
上
に
大

坂
城
の
建
設
を
試
み
る
こ
と
と
し
た。

二
の
丸
周
辺
か
ら
現
大
阪
城
公
圏
外
郭
に
か
け
て
の
全
体
地
形
の
推
定
に
は
、
明
治
十

九
年
の
陸
地
測
量
部
作
製
地
凶
、
大
阪
地
盤
図
記
載
の土
質
柱
状
図
及
び
現
地
に
お
い
て

当
社
が
工
事
を
お
こ
な
っ
た
際
の
ボーリ

ン
グ
デ
ー
タ
な
E

を

利
用
し
た

。

ま
た
本
丸
付

近
の
地
形
は
、
宮
上
氏
の
本
丸
断
面
図
を
基
に
、
わ
れ
わ
れ
土
木
技
術
者
と
し
て
の
考
察

を
加
え
て
復
元
し
た

。

築
城
に
際
し
、
並
日
請奉
行
な
ど
当
時
の
技
術
者
た
ち
は
、
ま
ず
自

然
の
地
形
を
卜
分
に
吟
味
し
た
、

、

で
あ
ろ
う

。

例
え
ば
石
積
み
の
位
置
や
基
礎
の
高
さ
を
設

計
す
る
に
あ
た
り
、
安
定
し
た地
山
に
基
礎
を
入
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
と
忠
わ
れ
、

わ
れ
わ
れ
も
そ
こ
か
ら
地
山
線
を
決
定
す
る
方
法
を
採
用
し
た

。

。
復
元
対
象

大
坂
城
本
丸

〈
土
木
〉

原
地
形
の
復
元

地
山
及
び
堀
濠
の
掘
削
工
事

石
積
み
工
事
な
ド
と

天
守
閣

表
向
御
殿
及
び
奥
向
御
殿

櫓
、
門
、
塀
、
雑
合
（
但
し
、

工
事
は
除
く
）

造
園
、

〈
建
築
〉

一一一各時掘削線

一一一一掘削完了線

－

原
地
形
の
復
広

城
の
立
地
条
件
t

し
て
は
、

①
地
形
の
良
レ
こ
と

、
②
水
源
が
あ
る
こ
と
、
③
間同
の

交
通
の
便
が
良
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る。

こ
う
し
た
立
地
条
件
と
、
城
の
形
態
や
規

模
と
に
は
泌
い
関
連
が
あ
る
。

そ
こ
で
今
川
の
復
元
計
画
t

積
算
に
お
い
て
は
、
ま
ず
地

形
の
推
定
を
お
、
」
な
っ
た

。

大
坂
城
の
場
介
、
秀
占
以
前
の
石
山
本
願
与
時
代
に
、

A-A 断面図

給
排
水
衛
生
設
備
、

雷
］」
気

、

肋
災

。
復
元
の
前
提

土
木
・
建
築
t

も
に
細
部
を
推
定
し
な
が

ま
た
仕
様
に
関
し
て
は
、
可
能
な
限
り
旧

宮
上
茂
隆
氏
に
よ
る
復広
図
を
基
礎
と
し
、

ら
、
現
代
E

法
に
よ
る
復
元
を
お
こ
な

っ
た

。

仕
様
に
忠
実
な
施
工
ぞ
試
み
た。

堀；豪の掘削順序図

面断縦

。
復
．
冗
日
立
ド
ボ

仮排水路

、
十
木

す
で
に
東
E

七
町
、

－J
円
ソ
ドし
a

L
T
J

一
い
トi

」
，I
J
m
N

－
k

・
し
が

wl

時
の
K

仁
い
山
け
を
推
定
す
る
時
、
川
畑
一
政
か
ら
の
大
祉
の
掘
削
上
の
辺
搬
卜

H
法
t

、
そ
の

処
m
場
所
が
川
起
と
な
る
。

何
欣
な
ら

、
出
一
政
の似
削
仁
を
盛
上
に
使
川
し
た
と
は
考
え

に
く
い
か

ら
で
あ
る
。

地
形
か
ら
判
断
し
て
、
川
一
政
を
造
成
す
る
ために
剃
っ
た
仁
は
本

分
が
多
く
椛
・
仁
村
に
は
不
通ψ
ー

で
あ
り
、
ま
た
付
近
に
は
通
中
！
な
上
取
り
州
場
が

μ
在
し
た

t

忠
わ
れ
る

。

と
す
る
と
、
旧
制
一
一
慌
の
掘
削
上
は
ど
う
処
分
し
た
の

Jで
あ
ろ
う
か

。

な
地
条
件
を
FJ
え
る
と
、
大
坂
城
は
川
に
近
レ
。

し
か
も
中
l

時
、
水
上
輸
送
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
を
与
え
介
わ
せ
る
と
、
制
削
後
の
山
川上
は
船
で
卜
流
へ
と
巡
搬さ
れ
た
と
推

定
で
き
る
。

引
’一
仕
で
も
大
阪市
内
で
は
パ
ー

ジ

（
仁
逆
船
）
が
利則
さ
れ
て
お
り
、

AI
M

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
こ
のぷ
法
に
よ
る
も
の
’
と
し
た
。
（刊し
、
大
川h
パ
ー
ジ
の
通
行
に

は
橋
な
刊
と
の川
町
出が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
通
行
で
き
る
も
の
と
仮
定
し
た
）

ま
た
い
必
び山
さ
れ
た
仁
は

、
秀
じ川
の
時
代
に
は
お
そ
ら
く
新
聞
開
発
の
町
め
立
て
な
ど

に
利
川
で
き
た
で
あ
ろ
フ
。
今
川
も
同
様
の
与
え
ト
々
か
ら
、
新聞開
発
の
延
長
と
も
与
え

ら
れ
る
北
港
の
川
町め
立
て
地
に
利
川
す
る
も
の
と
仮
定
し
た

。

以
卜
．
の条
件
の
ド
に
施
工
計
酬
を
立
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
．
し
が
数
ほ
の
算

川
を

お
こ
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
代
仁
法
に
よ
る
上
i
事
で
は
、
シ
ョ

ベ
ル
ド
！
ザ
l

（二

立
応
川
航
み
）

－h
l

じ
ム
只
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
卜
；
ン
）
三
O
台
、
パ
ー
ジ
（

一h
．

O

L比
五
灯
杭
み
）卜
八
隻
を
使
川
し
、

一
日
中l
た
り

i
、

0
0
0
立
万
灯
の
上
を
動
か
す
こ
と

と
な
っ
た
。

－

N
、
上
工
事
の
作
業
能
率
を
し
H
川
め
る
た
め
に
は
、
地
ド
水
の
処
瑚
が
大
き
な
課
題
と

な
る
。
大
阪
地
盤
凶
な
ど
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
こ

の
付
近
は
現
在
で
も
地
ド
水
位
が
地

去
而
ド

n

一i
三
川
に
あ
る
。

そ
こ
で
綿
密
な
排
本
計
同
が
必．

裂
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、

深
井
戸
工
法
に
よ
り
地
ド
水
位
を
ト
げ
た
り
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制
排
水
は
与
え
ず
、
自

然
排
水
を
巾
提
と
し
た
。
大
坂
城
の
堀
底
の
高
さ
は
、
排
水
さ
れ
る
寝
岸
川
水
位
よ
り

二

i

二
一
口市
く
造
ら
れ
て
お
り

、

中l

時
も
吋
然
こ

の
庁
法
に
よ
っ
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
則
一
禄
の
掘
削
は
、
排水用
溝
を
先
行
し
て
掘
削
し
、
地
下
水
位
を
ド
げ
な
がら
進

め
る
ト
刀
法
を
採
っ
た
。

－

石
積
み
工
事

現
在
の
大
阪
峨
に
見ら
れ
る
有
名
な
巨
石
は
、
実
は
徳
川
期
の
も
の
で
あ
る
。

秀
占
が

の
づ
っ
い
し

大
坂
城
を
築
く
際
に
用
い
た
石
は
、
野
面
石
と
呼
ば
れ
る
直
径
六O
で
μ

程
度
、
長
さ
丘

0
1

八
O
H
シ
幻
程
度
の
自
然
石
が
中
心
で
あ
っ
た

。

今
回
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
本
丸
石
積

み
に
必
要
な
石
の
数
は
二
O
万
個
に
も
の
ぼ
る
。
現
在
で
は
こ

れ
だ
け
多
く
の
野
面
石
の

調
達
は
不
可
能
な
の
で
、
瀬戸
内
海
の
犬
島
付
近
を
石
材
産
地
と
相
官
£
し
、
直
径
六
O
HJ

灯
、
長
さ
一
灯
、
首
位
さ
五
O
O
J
Mラ
j

一ト
ン
級
の
切
り
出
し
石
を
水
上
輸
送
し
て
、
野
面

積
み
風
に
積
む
も
の
と
し
た。

こ

の
石
は
現
在
、
埋
め
立
て
工
事
の
護
岸
の
基
礎
や
海
岸

正
事
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
同
規
模
の
も
の
で
あ
る
。また
石
積
み
の
背
面
に
は
、
排
水

を
良
く
し
安
定
を
保
つ
た
め
、
厚
さ
四
灯
に
わ
た
り
裏
込
め
栗
石
（
直
径
五i
二
O
守
口

れ
し
反
）
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
石
積
み
に

A

要
す
る
労
力
と
機
械
は
、
日
取
盛
期
で
石
工
八
0
1

［
＠

ニ
0
0
1

問
O
O
人
、

シ
ョ
ベ
ル
ド
l

ザ
l

卜
台

、

ト
ラ

ッ
ク
ク
レ

ー

ン

J
H山
）
約
三
O
ム円
で
あ
る
。

－
L

則
と
工
事
費

仁
木
工
事
全
体
に
必
要
と
さ
れ
る
工
期
は
、

仁
科
4授
は
、

仁
工

事

石
積
み
工
事

付
帯
工
事
他

〈
総
計
〉

~ O 
Ji_ 0 

1 人

Jj＿ 土

約
三
卜

ニ
カ
凡
で
あ
る
。

－K
O
億
川

（
総
掘削
上
量

一
O
O
万
立
点
灯
）

川
八
O
億
円
（
総
面
積
五
八
、0
0
0
千
五
灯
）

4

ニ
O
億
川

五
六
O
億
円

ポ

ネII れ
、月は

す淀
る J 1 I 

（
川
幅
じO
O
灯
程
度
）
仁
僑
が
間
本
か
け
ら
れ
る
規
模
と
間
程
度
の
工

二
、
建
築

－

仮
設
工
事

本
工
事
に
入
る
前
段
階
の
仮
設
工
事
と
し
て
、
東
と
南
の
堀
濠
の
上
に
ト
ラ
ッ
ク
進
入

用
の
桟
橋
を
架
け
、
更
に
盛
土
に
よ
る
ス
ロ
ー

プ
を
設
定
。
ま
た
天
守
閣
の
建
設
に
あ
た

っ

て
は
鉄
骨
製
素
屋
根
を
、
御
殿
建
設
に
は
丸
太
造
の
素
屋
根
を
匁
設
す
る
こ
と
と
し
た

0

・

建
築
資
材
の
選
定
t

調
達

三
国
無
双
と
謡
わ
れ
た
秀
吉
の
大
坂
城
の
中
で
も
、
今
回
の
復
元
の
対
象
で
あ
る
本
丸

23 

4屈i豪掘削概念、図昭和 5 年、建設工事中の現大阪城
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は
一
番
初
め
に
普
請
に
と
り
か
か
っ
た
部
分
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
てい
る
（
岡
本
良
一
著

『
大
坂
城
』
）
。
そ
の
本
丸
の
中
枢
に
当
た
る
天
守
閣
と
御
殿
群
の
壮
麗
な
姿
は
、
宮
上
氏
の

復
元
図
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
当
時
、
築
城
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
数
々
の
建
築

資
材
も
ま
た
、
相
当
な
規
模
に
の
ぼ
っ
た
に
違
い
な
い
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
ま
ず
天
守
閣
と
御
殿
に
使
用
す
る
木
材
は
、
す

べ
て
内
地
産
の
も
の
か
ら
選
定
し
た。

天
守
閣
に
は
、
九
州
四
国
方
面
の
産
地
よ
り
松
、

つ
が
も
み

栂
、
縦
の
小
節
材
を
、
そ
し
て
御
殿
に
は
木
曾
方
面
よ
り
槍
の
無
地
材
を
調
達
す
る
。
柱

寸
法
は
天
守
閣
が
隅
柱
一
尺
三
寸
角
、
そ
の
他
一
尺
角
、
御
殿
は
七
寸
角
と
し
、
床
板
は

共
に
校
材
の
八
分
板
と
し
た。

土也山のコンビュータ図

．原地形の復元

コンビュータにより地山線を決定し、本来の

地形を推定摘出した

SRC案

工事名称
I~ 2~ 3~ 4~ 5~ 6~ 7~ 

準 自首 院E冒・ 準備

圃・・・・ 土工

誌の丸及び 一圃
土 本丸南部 ........ 

c::=.. 石積

木

土工

エ

石積
・・・・・・・・ ・・・圃・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・圃

堀 部

事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃

＝こ
付帯平工事

繁屋根

＝士一 基礎

ー 礎石
＝＝ニー 鉄骨建方、ボルト締

輪車且

E主 鉄筋、型枠コンクリー卜

天守閣
屋禄下t也、瓦葺

築 屋被瓦葺

外壁、屋~i裏、内部仕上
ヱ

外壁、屋根裏、内部仕上

司匹
圃圃圃圃圃 足喝、繁屋根解体

御 殿

キ魯及ぴ詩書

ー・・・ 木造察⑨工程表

こ
れ
ら
に
使
用
さ
れ
る
木
材
の
総
石
数
は
、二
二

、

0
0
0
石
（
約
六
、一
O
O
立
方
灯
）

に
及
ぶ
。

往
時
の
築
城
の
様
子
を
想
像
す
る
に
、
お
そ
ら
く
近
く
の
河
川
に
は
木
材
が
あ

ふ
れ
、
そ
の
荷
揚
げ
と
運
搬
に
従
事
す
る
人
工
た
ち
が
、
城
と
の
あ
い
だ
を
毎
日
の
よ
う

に
往
来
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

ま
た
諸
国
か
ら
駆
り
出
さ
れ
た
宮
大
工
た
ち
が
、
時

間
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
腕
の
限
り
を
尽
く
す
姿
も
思
い
浮
か
ぶ
。

ど

天
守
閣
の
瓦
に
つ
い
て
は
、
岐
皇
産
の
燥
し
の
耐
寒
瓦
（一
寸
厚
）
を
採
用
し
、
土
居

葺
き
板
張
り
の
上
、
横
桟
式
の
本
瓦
葺
き
と
し
た
。

こ
の
瓦
は
、
一 、

一
八
O
度
（
摂
氏
）

の
高
温
で
六
時
間
に
わ
た
り
焼
い
た
も
の
で
、
独
特
の
耐
寒
瓦
で
あ
る
。
瓦
の
枚
数
は

、

十
九
万
枚
を
必
要
と
す
る

。

単位：月

⑨大坂城土木見積内訳

①土工事（含捨土費）掘削土量約 1,000,000m' 、 50億円

②石積工事（含石代金）総面積約58,000 m• ｷ 480億円

③その他付帯工事（準備工、極楽橋建設費、仮設パース、設置費etc ）→ 30i意円

計560億円

．本丸土木工事の完成状態の復元

コ ンビュータにより推定摘出したもの。 立体

を明確にするため鉛直線と水平線の比率（;j: 2 

文サ｜とした

⑨大坂城工事人工表

天守（木造） 天守（ SRC) 表御殿 奥御殿 言十
職種 共通仮設 櫓門塀

( 750坪） ( 750坪） ( 925.58士平） ( 1046 .55士平） 天守（木造） 天守（ SRC)

宮大工 66,460 7, I 02 71'087 71 ,363 76,829 285' 740 226 ,380 

手伝 28' 670 13,330 100,652 102, I 04 112,022 343 '450 328, 110 

E臨 11 ,250 100 7 ,680 7 ,834 8,678 35 '440 24' 290 

左官 I ,210 I ,210 2, 768 2, 746 2,890 9,610 9,610 

鍔工 3,425 3,425 10,268 10,473 11 ,603 35 '770 35' 770 

漆工 2,500 2 ,500 2, 160 2,203 2 ,440 9,300 9,300 

屋根 1,320 I ,320 8,979 9,067 9,869 29 ,240 29' 240 

その他 4,030 4' 180 22, 185 22,440 15,400 64' 060 64,210 

小 計 118,865 33, 167 225' 779 228 ,230 239,731 812,610 726,910 

鳶 504 2,942 I ,449 5, I 00 8,546 7 ,053 

土エ 85 140 330 300 525 715 

大工 331 115 2,583 160 606 3,074 

鉄筋 20 1,220 20 I ,220 

その他 4, 750 3, 774 875 445 8,969 6,070 

職員 49 ,500 49' 500 49 ,500 

言十 55, 170 125, 860 39 ,620 699' 750 880' 780 794 ,540 

天守（木造） 天守（SRC )

l 直接 425 '500' 000 91,500,000 

2土工 31,032,000 14,961,800 

3 木 2,500,000 ，。。。 45,372,000 

ヲミ
4屋綬 282 '856' 000 257 '656 '000 

5外装 287 '278' 000 223 '992 '000 

守 6内装 202 '700 ，。。。 58, 197 ,000 

7金物 98 '000' 000 98' 000' 000 

悶
8建具 I 02, 200, 000 I 02, 200, 000 

9 . 雑 I 07 ,840,000 I 07 ,840,000 

1 0躯体 269,531,000 

計 4,037 , 000 ，。。。 1,269,000,000 

l 直接 354, 750,000 

2基礎 115,989,000 

表
3 木 2' 453' 800' 000 

4屋根 300' 038' 900 

御 5外部 115,225,000 

6内部 I, 134,033,200 

殿
7建具 620' 583' 000 

8門場地 270' 440' 000 

言十 5 ,364 '000' 000 

} 醐脚奥
｜直嬢 394 '750' 000 

2本工事 4 '822' 800' 000 
御

3門塀 194,861,000 
殿

計 5 '4 12' 000' 000 

櫓通場仮工、雑設事舎置及、び門共、 7 ,329,000,000 6' 986' 000' 000 

言十 22, 142,000,000 19 '031 '000 '000 

⑨見積表
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壮
な
御
殿
群
は
景
観
を
一
変
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

御
殿
に
つ
い
て
は
、
基
礎
は
天
守
閣
と
同
仕
様
と
し
た
。
屋
根
は
、
柿
葺
き
、
槻
葺
き

一部
檎
皮
葺
き
で
あ
り
、
大
棟
に
は
瓦
積
み
と
し
て
輪
遠
い
瓦
、
あ
る
い
は
金
箔
押
し
の

小
菊
を
用
い
る

。

外
壁
は
、
竹
木
舞
荒
壁
塗
下
地
に
中
塗
、
上
徐
芋
」
施
し
た
漆
喰
仕
上
げ
と
し
、

一
部
の

腰
板
は
下
見
板
貼
り
。
内
壁
は
、
外
壁
と
同
様
で
あ
り
、
一
部
に
透
彫
り
の
彫
刻
欄
聞
を

取
り
付
け
た。

天
井
に
つ
い
て
は
、
御
殿
、
御
対
面
所、御
書
院
、
御
広
問
、
御
遠
侍
で
は
、
平
組
、

折
上
げ
平
組
、
平
組
小
組
な
ど
の
格
天
井
と
し
、
極
彩
色の
絵
入
り
天
井
板
を
用
い
た

。

き
お
ぶ
ち

そ
の
他

一
般
棟
で
は
、
竿
縁
天
井
で
あ
る。

〈
建具
〉

大
坂
城
の
御
殿
仁
は
、当
時
を
代
表
す
る
狩
野
派の
絵
師
た
ち
の
手
に
な
る
襖
絵
、
が
、

随
所
に
見
う
け
ら
れ
たJで
あ
ろ
う
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
う
し
た
絵
画
装
飾

も
模
写
複
製
す
る
こ
と
と

設
定
し
た

。

－

工
期
と
工
事
費

建
築
工
事
に
要
す
る
工
期
は
、
約
五
十
九
ヵ
円
で
あ
る
。
土
木
工
事
と
合
わ
せ
る
と
、

併
行
作
業
部
分
を
考
虚し
で

も
、
延
べ
六
十
九
ヵ
月
（
五
年
九
カ
月
）
に
及
ぶ
。

建
築
工
事
費
は
、

天
守
閣

四
O
億
三
、
七O
O
万
円

表
向
御
殿
五
三
億
六
、

四
O
O
万
円

奥
向
御
殿
五
四
億

一 、
二
O
O
万
円

そ
の
他
（
仮
設
、
櫓
門
、
塀
、
雑
舎
）
七

三
億
二
、
九
O
O
万
円

〈
総
計
〉
一
一
一
一
一
億
四
、
二
O
O
万
円

こ
れ
は
現
代
の
建
築
で
い
え
ば
、
超高
層
ビ
ル

一
快
の
建
設
費
仁
川
刊
中
ー
す
る

。

な
お
、

わ
れ
わ
れ
は
現
代
の
建
設
業
者
と
し
て
、
こ
の
豊
臣
期
大
坂
城
を
一
大
守
を
主
に
可
能
な
施

設
を
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
建
設
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
試
算
し
て
み
た
。

結
果
、
建
築
正
事
費
は
計
一九
O
億
三
、
一O
O
万
円
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
械
は
高
さ
六
尺
あ
り
、
一
個当
た
り
重
量
コ
一
五O
J
Mラ
の
瓦
製
の
上
に
、
千
枚
八

も
ん
的

匁
の
金
の
厚
箔
（
三
寸
六
分
弁）
を
三
枚
重
ね
し
、
計

一
、
六二
O
枚
を
使
用
す
る
（
銃
は

二
個
あ
る
の
で
総
計
は二
倍
と
な
る
）。
更
に
、
唐
草
瓦
、
巴
瓦
、
棟
鬼
瓦
な
ど
に
も
金
箔

を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
瓦
工
事
に
従
事
す
る
延
人
工
は
、
一

、

一
O
O
人
に
の
ば
る

。

な
お
金
箔
に
つ
い
て
は
、
天
守
閣
、
御
殿
、
石
垣
上
の
塀
瓦
な
ど
の
装
飾
用
と

し
て
も
、

随
所
に
使
用
し
た
。
秀
吉
は
金
を
好
み
、
そ
れ
が
茶
の
湯
趣
味

t

結
び
つ
い
た
結
果
、
黄

金
の
茶
室
を
建
て
た
ほ
ど
で
あ
る
。
大
坂
城
に
は
や
は
り
、
金
の
装
飾
が
巧
み
に
使
用
さ

れ
た
華
麗
で
豪
奪
な
雰
囲
気こ
そ
、
よ
く
似
合
う。
そ

こ
で
純
度

一
度
の
赤
金
を
餓
と
同

仕
様
の
厚
箔
に
し
て
、
計
十

一
キ
ロ
ば
ラ
を
用
い
た
。

－
建
築
工
事

〈
天
守
閣
〉

宮
上
氏
に
よ
っ
て

復
元
さ
れ
た
豊
臣
期
大
坂
城
の
天
守
閣
は

、

高
さ
が
三
三
・
四
八
口

で
あ
る
（
地
下
二
階
i

地
上
六
階
）。
こ
れ
は
現
大
阪
城
の
天
守
閣
と
比
較
す
る
と
少
し
低

い
が
、
当
時
と
し
て
は
超
高
層
建
築
と
い
え
る
。
諸
大
名
が
訪
れ
る
た
び
に
、
秀
吉
は
天

守
閣
へ
と
案
内
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
自
慢
し
た

く
な
る
の
も
当
然

Jで
あ
ろ
う

。

そ
の
天
守
閣
を
築
く
に
は
、
ま
ず
一
尺
五
寸
角
、
高
さ
一
尺
大
の
御
影
石
の
礎
石を
設

け
、
基
礎
を
固
め
て
い
く
。
ま
た
床
下
は、
防
湿
を
配
慮
し
て
厚
き
五
寸
の
叩
き
漆
喰
と

し
た

。

ぞ
う
き
品
ら
な
わ
こ
ま
い
ぐ
み

外
壁
は
、
雑
木
荒
縄
木
舞
組
を
施
し
、
荒
土
塗
下
地
に
、
ネ
ズ
ミ
色
漆
喰
仕
上
げ
て
あ

る
。
腰
板
は
厚
さ
五
分
の
下
見
板
張
り
黒
摺
漆
塗
。
柱
型
及
び
地
覆

（
瓦
と壁
t

の
境
の

帯
）
は
、
鉄
板
漆
焼
付
貼
り
に
太
鼓
鋲
止
め
と
し
た
。
ま
た
開μ
部
は
木
製
の
連
チ
窓
で
、

突
上
げ
板
戸
黒
摺
漆
付
で
あ
る
。

軒
裏
に
つ
い
て
は
、
最
上
階
が化
粧
軒
の
黒
摺
漆
で
、化
粧
極
鼻
に
は
金
メ
ッ
キ
飾
り

ぬ
η

ご
め

金
物
を
取
り
付
け
る
。
そ
の他
の
階
は
、
種
、
野
地
板
共
、
漆
喰
の
塗
寵L」
し
た
。
妻
飾

は
ふ

り
は
、
千
鳥
破
風
及
び
唐
破
風
の
木
連
れ
格
子
で
、
木
部
は
す
べ
て
黒
摺
漆
と
し
、
銅
板

打
出
し
金
メ
ッ
キ
の
飾
り
金
物
を
取
り
付
け
る
。
ま
た
い
わ
ゆ
る『
黒
問
昨
風
』

に
描
か

れ
た
大
坂
城
に
は
、
外
壁
に
有
名
な仙
鶴
や
虎
の
装
飾
が
あ
る。

こ
れ
ら
は
、
鏡
板
貼
り

の
上
に
檎
板
木
彫
生
漆
地
金
箔
押
し
と
し
た
。

天
守
閣
の
内
部
に
つ
い
て
は
、
秀
占
が
大
名
に
茶
菓
の
も
て
な
し
を
し
た
と
い
わ
れ
る

こ
附
と
最
上
階
は
畳
敷
き
、
そ
の
他
は
板
敷
き
で
あ
る
。
壁
は
荒
上
壁
下
地
に
漆
喰
塗
仕

上
げ
。

天
井
は
故
上
階
が
格
天
井
で
、
格
紘
が
巾
一
一
漆
妹
、
絵
入
り
の
天
井
板
で
あ
る

。

ま

た
故
上
附
に
は
、
木
造
黒
漆
。
て
飾
り
合
物
什
き
の
組
み
出
欄
を
設
け
た

。

〈
御
殿
〉

大
坂
城
本
九
の
御
殿
は
、
執
務
棟
と
ても
い
う
べ
き
ぷ
向
御
殿
と
、
出
、
住
煉
で
あ
る
奥

向
御
殿
と
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た

。

石
山
本
願
与
時
代
の
城
郭
内
は
、
レヤ加
川
内
町
で
あ

り
、
数
千
軒
の
町
家
が
ギ
ッ
シ
リ
t

立
ち
栓
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
大
坂
城
の
広

そ
の

－

作
業
を
終
え
て

大
坂
城
は
、
単
に
大
阪
に
生
活
す
る
者
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く、

秀

占
に
よ
る
天
ド
統
一
の
歴
史
的
記
念
碑
で
あ
り
、
城
の
中
の
城
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
建

造
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
宮
上
茂
隆
氏
が
、二
十
年
に
わ
た
り
大
坂
城
の
復

一応
に
挑
戦

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
城
の
持
つ
多
彩
な
魅
力
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チl
ム
は
、
今
回
、
宮
上
氏
の
復
児
凶
を
基
に
、
引
代
工
法
に

よ
る
大
坂
城
の
建
設
を
誌
上
で
試
み
た
。
こ
うし
た

試
み
を
通
じ
て
、
城
の
も
つ
文化
的

、

社
会
的
意
味
が
見
直
さ
れ、

現
代
に
お
け
る
城
の
新
し
い
役
割
が
認
識
さ
れ
る
機
会
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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